
■国内に活路見いだす中小企業■

ジ
ャ
パ
ン
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム

「ウェブ会議」４０００社に

▲低
コ
ス
ト
で
ク
リ
ア

な
音
質
と
高
い
操
作

性
の
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
提
供

　
ジ
ャ
パ
ン
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ

ム

東
京
都
千
代
田
区

は
、

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
　
Ｏ
ｎ

ラ
イ
ブ
オ

ン

」
を
約
４
０
０
０
社
に
提

供
し
て
い
る
。
ク
リ
ア
な
音
質

と
高
い
操
作
性
か
つ
低
コ
ス
ト

で
、
国
内
の
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス

テ
ム
で
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

富
樫
泰
章
社
長
は
「
海
外
大
手

の
製
品
に
比
べ
て
品
質
の
き
め

細
か
さ
で
圧
倒
的
な
差
を
つ
け

て
い
る
。
改
善
へ
の
こ
だ
わ
り

が
フ
ァ
ン
を
生
ん
で
い
る
。
技

術
が
あ
れ
ば
世
界
と
わ
た
り
あ

え
る
」
と
胸
を
張
る
。

　
強
み
の
一
つ
が
多
数
拠
点
を

ス
ム
ー
ズ
に
接
続
で
き
る
技
術

だ
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
複
雑
な

通
信
帯
域
を
調
整
し
、
３
ケ
タ

の
拠
点
数
に
も
対
応
す
る
。
シ

ン
プ
ル
な
仕
組
み
を
維
持
し
た

ま
ま
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
の
共
有

な
ど
の
便
利
機
能
を
随
時
追

加
。
「
通
信
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
容
量
を
重
く
せ
ず

に
機
能
拡
充
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
。
高
い
技
術
が
支
え
て
い

る
」
と
力
説
す
る
。
月
額
使
用

料
の
み
で
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

す
る
た
め
、
常
に
最
新
版
を
使

え
る
。

　
全
シ
ス
テ
ム
を
自

社
開
発
し
、
利
益
率

の
高
い
経
営
体
質
を

築
き
上
げ
た
。
今
後

は
オ
フ
ィ
ス
向
け
の

ほ
か
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
や
医
療
・
介
護
分

野
の
需
要
も
取
り
込

む
。

ノ
ア

優れた切削油送り出す

▲ス
イ
ス
・
モ
ト
レ

ッ
ク
ス
の
生
産
拠

点

　
ノ
ア

東
京
都
台
東
区

は

ス
イ
ス
・
モ
ト
レ
ッ
ク
ス
製
の

切
削
油
を
販
売
し
て
い
る
。
モ

ト
レ
ッ
ク
ス
は
工
作
機
械
メ
ー

カ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
と
協
力
し
、

シ
ナ
ジ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

相

乗
効
果
を
狙
う
研
究
、
開
発
シ

ス
テ
ム

に
取
り
組
ん
で
い

る
。
優
れ
た
切
削
油
を
絶
え
ず

世
に
送
り
出
し
、
国
内
外
の
産

業
界
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
オ
ル
ソ

　
Ｎ
Ｆ
―
Ｘ
」
は
、
不
水
溶
性

切
削
油
分
野
の
画
期
的
な
製
品

だ
。
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
高
速

切
削
加
工
を
実
現
し
、
多
く
の

ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
て
き
た

あ

ら
ゆ
る
被
削
材

チ
タ
ン
、
ス

テ
ン
レ
ス
か
ら
鋼
、
銅
、
ア
ル

ミ
、
真
ち
ゅ
う
に
至
る
ま
で

へ
の
適
用

を
可
能
に
し
た
。

銅
・
真
ち
ゅ
う
・
ア
ル
ミ
の
変

色
も
な
く
、
現
場
で
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
販
売
実
績
を
積

み
上
げ
て
い
る
こ
と
が
、
高
性

能
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い

る
。

　
ま
た
、
低
速
加
工
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
被
削
材
や
マ
シ
ン

用
と
し
て
オ
ル
ソ
Ｔ
Ｘ
を
開

発
。
ド
リ
ル
加
工

や
ボ
ー
リ
ン
グ
加

工
で
、
優
れ
た
加

工
性
能
を
発
揮
し

て
い
る
。
オ
ル
ソ

油
剤
は
高
速
か
ら

低
速
加
工
ま
で
対

応
す
る
シ
リ
ー
ズ

を
展
開
。
顧
客
の

需
要
に
き
め
細
か

く
応
え
て
い
る
。

中性子線の遮蔽で威力
石
川
島
建
材
工
業

▲コ
レ
マ
ナ
イ
ト
入

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
照
射
試
験

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
後
、
放
射
線
の
中

で
も
透
過
性
の
高
い
中
性
子
線

の
遮
蔽
を
巡
り
、
技
術
者
は
頭

へ
い

し
ゃ

を
悩
ま
せ
て
い
る
。
石
川
島
建

材
工
業

東
京
都
墨
田
区

は
、
「
従
来
比

倍
」

開
発

担
当
者

に
中
性
子
線
の
遮
蔽

性
能
を
高
め
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
開
発
に
成
功
し
た
。
そ
の
秘

密
は
ホ
ウ
素
だ
。

　
ホ
ウ
素
は
中
性
子
線
を
よ
く

遮
蔽
す
る
物
質
と
し
て
知
ら
れ

る
。
だ
が
、
セ
メ
ン
ト
の
硬
化

反
応
を
阻
害
す
る
た
め
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
混
ぜ
た
場
合
に
強

度
と
両
立
す
る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
。
そ
こ
で
セ
メ
ン
ト
や
混

和
剤
、
混
合
比
率
な
ど
を
研

究
。
強
度
を
保
ち
つ
つ
、
ホ
ウ

素
を
多
く
含
有
す
る
天
然
鉱
物

「
コ
レ
マ
ナ
イ
ト
」
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
混
合
に
成
功
し
た
。

　
例
え
ば
現
行
の
使
用
済
み
核

燃
料
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
格
納

容
器
は
厚
さ
は
１

、
重
さ
は

１
２
０

に
も
な
る
。
一
方
、

同
社
製
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
適
用

し
た
場
合
、
軽
量
・
小
型
化
は

も
ち
ろ
ん
、
運
搬
や
施
工
な
ど

の
効
率
化
も
期
待

で
き
る
。
「
実
証

実
験
の
結
果
は
期

待
以
上
だ
っ
た
。

人
々
に
安
全
・
安

心
を
提
供
で
き

る
」

同

。
２

０
１
４
年
ご
ろ
の

市
場
投
入
を
目
指

し
て
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

上
島
熱
処
理
工
業
所

宇宙部品の連合に参画
　
金
属
製
の
品
物
を
顧
客
が
求

め
る
硬
さ
に
仕
上
げ
る
熱
処
理

を
手
が
け
て
い
る
上
島
熱
処
理

工
業
所

東
京
都
大
田
区

。

電
気
料
引
き
上
げ
や
受
注
減
な

ど
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
厳
し
い
。

だ
が
受
注
増
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。

　
例
え
ば
航
空
宇
宙
部
品
の
製

造
企
業
連
合
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」

に
参
画
。
最
近
は
航
空
機
部
品

の
サ
ン
プ
ル
の
熱
処
理
や
見
積

も
り
な
ど
が
増
え
て
き
た
。
上

島
秀
美
社
長
は
「
そ
ろ
そ
ろ
仕

事
が
増
え
そ
う
か
な
と
の
予
感

は
あ
る
。
ま
だ
投
資
の
段
階
だ

が
、
な
ん
と
か
モ
ノ
に
し
た

い
」
と
意
欲
を
み
せ
る
。
ま
た

大
手
企
業
や
大
学
と
の
研
究
開

発
の
仕
事
も
増
え
て
き
た
。
こ

ち
ら
も
「
我
々
の
熱
処
理
技
術

を
使
え
ば
、
品
物
の
温
度
や
処

理
時
間
を
細
か
く
制
御
で
き
、

多
く
の
条
件
を
試
せ
る
と
研
究

者
に
は
好
評
だ
」
と
胸
を
張

る
。
さ
ら
に
研
究
機
関
と
の
仕

事
も
増
え
る
と
み
る
。

　
自
動
車
・
航
空
機
関
連
部
品

や
鉄
鋼
な
ど
の
大
手
企
業
の
出

向
者
や
Ｏ
Ｂ
の
技
術
者

を
受
け
入
れ
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
チ
ー
ム
も
組

織
し
て
い
る
。
彼
ら
は

同
社
と
顧
客
の
橋
渡
し

役
と
な
っ
て
信
頼
を
高

め
て
い
る
。
若
手
技
術

者
ら
の
教
育
に
も
力
を

発
揮
し
て
い
る
。

▲品
物
の
温
度
や
処
理
時

間
を
細
か
く
制
御
で
き

る
熱
処
理
技
術
を
生
か

し
、
新
分
野
を
開
拓
し

て
い
る

ダ
イ
エ
ー
工
業

ダスト高効率で落とす
　
ダ
イ
エ
ー
工
業

東
京
都
江

東
区

は
、
韓
国
Ｃ
Ｋ
ワ
ー
ル

ド
と
共
同
で
、
パ
ル
ス
ジ
ェ
ッ

ト
集
塵
機
内
の
ダ
ス
ト
を
高
効

率
で
落
と
す
「
Ｃ
Ｋ
イ
ン
ジ
ェ

ク
タ
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
。

従
来
型
の
ノ
ズ
ル
に
比
べ
て
２

倍
か
ら
２
・
５
倍
の
風
量
だ
。

濾
布
の
長
寿
命
化
や
ダ
ス
ト
の

払
い
落
と
し
作
業
の
軽
減
に
よ

る
稼
働
率
向
上
と
消
費
電
力
削

減
を
期
待
で
き
る
。
既
存
の
パ

ル
ス
ジ
ェ
ッ
ト
集
塵
機
に
簡
単

に
取
り
付
け
ら
れ
る
た
め
、
新

規
設
備
を
導
入
せ
ず
に
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
容
量
の
半
減
と
い
っ

た
高
効
率
化
や
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
れ
る
。
価
格
は
１

個
１
万
円
で
、
通
常
は
１
列
８

―

個
装
着
す
る
。

　
パ
ル
ス
ジ
ェ
ッ
ト
集
塵
機

は
、
圧
縮
空
気
を
上
部
の
ブ
ロ

ー
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
下
向
き
に
噴

射
し
、
ベ
ン
チ
ュ
リ
ー
で
増
幅

し
て
濾
過
用
の
濾
布
の
ダ
ス
ト

を
払
い
落
と
す
。

　
韓
国
で
は
鉄
鋼
業
界
を
中
心

に
約

万
個
の
納
入
実
績
が
あ

る
。
国
内
で
も
プ
ラ
ン

ト
業
界
で
数
社
の
採
用

が
決
ま
っ
た
ほ
か
、
集

塵
機
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

新
規
集
塵
機
開
発
で
の

採
用
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
専
用
事
業
部
を
設

置
し
、
鉄
鋼
、
セ
メ
ン

ト
、
鋳
物
、
ゴ
ミ
焼
却

分
野
向
け
に
数
年
間
で

１
０
０
万
個
の
出
荷
を

目
指
し
て
い
る
。

▲高
効
率
で
集
塵
機
内
の

ダ
ス
ト
を
落
と
す
Ｃ
Ｋ

イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

千
葉
精
螺

六角ナット職人手作り

▲輸
出
向
け
の
受
注
が

増
え
増
強
し
た
茂
原

工
場

　
千
葉
精
螺

東
京
都
葛
飾

区

は
、
真
ち
ゅ
う
六
角
ナ
ッ

ト
と
イ
ン
サ
ー
ト
ナ
ッ
ト
の
製

造
を
手
が
け
て
い
る
。
切
削
加

工
で
職
人
が
一
つ
ひ
と
つ
手
作

り
し
て
お
り
、
品
質
は
抜
群

だ
。
た
だ
中
国
製
品
と
の
競
争

で
、
コ
ス
ト
削
減
が
不
可
欠
。

こ
の
た
め
、
数
値
制
御

Ｎ

Ｃ

旋
盤
と
昔
な
が
ら
の
カ
ム

式
旋
盤
を
併
用
し
、
効
率
化
し

て
い
る
。
千
葉
吉
功
社
長
は

「
Ｎ
Ｃ
旋
盤
は
容
易
に
加
工
で

き
る
が
時
間
が
か
か
る
。
カ
ム

式
は
熟
練
の
職
人
が
扱
え
ば
Ｎ

Ｃ
よ
り
も
速
く
加
工
で
き
る
」

と
言
い
切
る
。
そ
の
上
で
、

「
カ
ム
式
の
職
人
を
育
成
し
て

い
る
。
や
め
た
ら
技
能
が
途
絶

え
る
。
日
本
か
ら
こ
の
技
能
を

な
く
し
た
く
な
い
」
と
続
け

る
。

　
２
０
０
６
年
に
品
質
管
理
の

国
際
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
」
、

年
に
環
境
管
理
の
国

際
規
格
「
同
１
４
０
０
１
」
を

取
得
し
た
。
「
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
同
じ
品
質
の
モ
ノ
を
作
れ

る
」
。
海
外
市
場
で
は
規
格
対

応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、
輸
出
向
け

受
注
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
茂

原
工
場

千
葉
県
茂

原
市
を
増
強
し
た
。

　
「
新
事
業
も
ス
タ

ー
ト
し
た
い
。
例
え

ば
農
業
は
ど
う
か

な
」
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
い
る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月３１日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）


